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市議会だより 平成 24 年 11月 １日市議会だより平成 24 年 11月１日

会例定会議月９
平成 24 年第３回議会定例会が、８月 31 日から９月 21 日

までの 22 日間の日程で開かれ、平成 24 年度補正予算を初め、

平成 23 年度決算認定等、市長提出議案 34 件、議員提出議案

２件が審議され、いずれも原案のとおり可決されました。

一般質問では７名の議員が市政全般にわたって、市長の考

えをただしました。

８
月
31
日

９
月
５
日

６
日

８
日

10
日

11
日

12
日
～
18
日

21
日

平成24年
９月（第３回）定例会日程

決算特別委員会現地調査

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

特
別
委
員
会
設
置
・
委
員
会
付
託
）

本
会
議
（
請
願
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会)

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

委
員
会
（
決
算
特
別
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

【
９
月
定
例
会
】

●
市
長
提
出
議
案

・
報
告
議
案
３
件

・
承
認
議
案
１
件

・
条
例
議
案
９
件

・
一
般
議
案
１
件

・
予
算
議
案
10
件

・
認
定
議
案
９
件

・
同
意
議
案
１
件

い
ず
れ
も
承
認
・
原
案

可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

≪承認≫一般会計補正予算（第２号）

7,359万8,000円増額
内容
平成 24 年７月５日～７日に
かけての大雨による災害復旧
事業に伴う補正を行うもの。

補正後予算総額
144億7,590万9,000円

（参考）昨年度同月予算総額
　　　　153億2,174万7,000円

〔
同
意
議
案
〕

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
は
、
藤
田
和

雄
氏
、
松
田
夏
夫
氏
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
議
員
提
出
議
案（
２
件
）

意
見
第
２
号
　

地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
「
地
方

財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕

組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

意
見
第
３
号
　

地
方
財
政

の
充
実
及
び
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

い
ず
れ
も
原
案
可
決

し
、
全
員
賛
成
に
よ
り
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

●
陳
情
１
件

陳
情
第
３
号
　

米
軍
の
低

空
飛
行
の
中
止
と
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
行
に
反
対
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

江
津
市
議
会
の
申
し
合
わ

せ
に
よ
り
、
意
見
書
の
提

出
は
全
員
賛
成
の
場
合
と

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
提

出
さ
れ
ま
せ
ん
。

～平成24年度９月補正予算（第３号）の主要事業～

事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

橋梁長寿命化事業 1,800万円
国土交通省と共同で行っている新江川橋の長寿命化のための塗

装工事の増額によるもの。

緊 急 経 済 ・

雇 用 安 定 化 事 業
982万1,000円

県基金事業で行う緊急雇用事業。道路、公園等の緑化・環境整

備を行うもの。

通 学 路 整 備 事 業 411万円

全国で児童の集団登校時の列に車が突入し死傷者が出る事故が

多発したために県内他市町村に先がけて通学路の危険箇所の整

備を行うもの。

中心市街地整備事業
△2億5,578万　

　6,000円
用地取得費の組み換えに伴う減額補正を行うもの。

高野山風力発電所

地域活性化支援事業
229万5,000円

県企業局が運営する高野山風力発電所周辺地域の活性化を目的

として、この地域が行う事業に対して補助を行うもの。

高 校 支 援

対 策 補 助 事 業
64万6,000円

市内の公立高校でクラブ活動終了後に桜江方面へ帰宅する生徒

を対象として、スクールバスの運行を行うもの。

地域介護・福祉空間

整 備 等 推 進 事 業
240万円

高砂病院・介護老健施設への転換整備助成（ベッド購入）を行

うもの。

《原案可決》一般会計補正予算（第３号）

2 億 1,502 万円減額 内容
中心市街地整備事業での用地取得費の組み換えに伴って減
額補正となったもの。他の主なものとして緊急経済・雇用
安定化事業や新江川橋橋梁長寿命化事業などについて補正
を行うもの。

補正後予算総額
142 億 6,088 万 9,000 円

（参考）昨年度同月予算総額
　　　　164 億 2,170 万 3,000 円

□問
　
　

中
心
市
街
地
整
備

事
業
で
の
用
地
取
得

資
金
を
過
疎
債
適
用

で
見
込
ん
で
い
た
が
、

で
き
な
く
な
っ
た
理

由
と
負
担
増
加
の
見

込
み
額
は
。

■答
　

駅
前
公
共
公
益
複

合
施
設
整
備
を
行
う

た
め
の
用
地
取
得
資

金
に
過
疎
債
の
充
当

を
見
込
ん
で
い
た
が
、

そ
の
条
件
と
な
る
建

物
解
体
後
１
年
以
内

で
の
施
設
建
設
工
事

着
手
が
困
難
と
判
断

し
、
公
共
用
地
先
行

取
得
債
で
の
対
応
を

図
る
た
め
に
、
組
み

替
え
を
行
う
。

基
本
的
に
過
疎
債

よ
り
は
負
担
増
と
な

る
。
充
当
率
や
交
付

税
措
置
率
、
建
物
、

周
辺
整
備
の
詳
細
が

決
定
し
て
い
な
い
現

状
で
は
増
加
額
の
確

定
は
で
き
な
い
。

７月５～７日にかけての大雨で崩壊した二宮町の市道路肩法面

議会の動き・予算審議 ２３ 予算審議



市議会だより 平成 24 年 11月 １日市議会だより平成 24 年 11月１日

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

総
務
文
教
委
員
会

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

陳
情
１
件
、
議
案
１
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
採
択
、
及
び
原
案

の
と
お
り
可
決
す
る
べ
き

も
の
と
決
し
た
。

◆
米
軍
の
低
空
飛
行
の
中

止
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
（
陳
情
）

＝
内
容
＝

本
市
に
お
い
て
、
以
前

よ
り
桜
江
町
を
中
心
に
騒

音
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
米
軍
機
の
低
空
飛
行
の

中
止
と
、
垂
直
離
着
陸
輸

送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

に
反
対
す
る
意
見
書
を
国

へ
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

低
空
飛
行
の
現
状

は
。■答

　

地
域
住
民
の
通
報
や

桜
江
支
所
職
員
が
目
撃

し
、
確
認
し
た
も
の
だ
け

で
、
本
年
８
月
現
在
50
件

あ
り
。
前
年
の
27
件
に
比

べ
増
加
し
て
い
る
。
関
係

５
市
町
と
県
で
連
絡
会
を

設
置
し
、
情
報
交
換
を
し

て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

・
低
空
飛
行
中
止
を
求

め
る
こ
と
に
は
賛
成
だ

が
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
問

題
は
今
後
の
状
況
を
見

極
め
る
べ
き
で
あ
り
反

対
。

・
日
米
安
保
条
約
是
認
の

立
場
か
ら
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
中
止
を
求
め
る

こ
と
に
は
反
対
。

【
賛
成
討
論
】

・
低
空
飛
行
の
中
止
を
求

め
る
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
安
全
性
が
確
認
さ

れ
な
い
オ
ス
プ
レ
イ
に

本
市
上
空
を
飛
行
さ
せ

な
い
た
め
意
見
書
の
提

出
に
賛
成
。

◆
江
津
市
特
別
会
計
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

江
津
駅
前
公
共
複
合
施

設
整
備
事
業
に
お
い
て
、

公
共
用
地
を
先
行
取
得
す

る
た
め
地
方
債
を
活
用
す

る
に
あ
た
り
、
※

特
別
会
計

の
設
置
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
江
津
市
公
共

用
地
先
行
取
得
等
事
業
特

※
過
疎
債
を
財
源
と

す
る
場
合
、
起
債

し
た
翌
年
に
は
建

設
を
開
始
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り

ま
す
が
、
事
業
の

実
施
時
期
が
不
透

明
な
現
状
で
は
、

利
用
し
に
く
い
こ

と
が
判
明
し
ま
し

た
。

そ
の
た
め
一
時
的

に
つ
な
ぎ
資
金
と

な
る
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
債
に

振
り
替
え
、
然
る

後
に
過
疎
債
や
合

併
特
例
債
を
充
当

で
き
る
よ
う
新
た

に
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業
等
特
別

会
計
を
設
置
し
ま

す
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
８
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

◆
江
津
市
工
場
立
地
法
準

則
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

工
場
立
地
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、「
緑
地
面
積
等

に
係
る
準
則
の
策
定
」
等

の
権
限
が
、
市
に
移
譲
さ

れ
た
た
め
本
市
独
自
の
準

則
を
定
め
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

緩
和
で
恩
恵
を
受
け

る
企
業
は
。

■答
　

新
た
に
進
出
す
る
企

業
で
は
、
工
場
の
建
屋
面

積
が
多
く
と
れ
、
既
存
の

企
業
も
、
敷
地
を
さ
ら
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

◆
江
津
市
水
道
事
業
の
資

本
剰
余
金
の
処
分
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

地
方
公
営
企
業
の
資
本

剰
余
金
の
処
分
が
、
条
例

で
定
め
る
か
ま
た
は
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、
条
例

を
定
め
る
も
の
。

◆
江
津
市
福
祉
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
　

◆
江
津
市
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

＝
二
件
に
つ
い
て

の
内
容
＝

　

８
月
診
療
分
よ

り
鳥
取
県
及
び
山

口
県
の
一
部
の
医

師
会
等
と
島
根
県

国
民
健
康
保
険
連

合
会
と
の
集
合
契
約
締
結

の
合
意
に
伴
い
、
こ
れ
ら

の
医
療
機
関
等
で
医
療
等

を
受
け
た
場
合
は
、
助
成

対
象
額
を
医
療
機
関
等
に

支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

助
成
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
た
め
本
市
の
関
係
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
江
津
市
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

◆
江
津
市
営
住
宅
等
駐
車

場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
二
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

の
内
容
＝

　

市
営
住
宅
等
の
直
営
管

理
か
ら
、
管
理
代
行
制
度

等
に
よ
る
外
部
委
託
で
の

管
理
へ
改
正
を
行
う
も

の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

申
し
込
み
等
の
窓
口

は
ど
こ
に
な
る

か
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い

か
。■答

　

島
根
県
住

宅
供
給
公
社
へ

申
し
込
む
こ
と

に
な
り
、
申
し

込
み
は
郵
送
で

も
で
き
る
。

供
給
公
社
は

休
日
を
含
め
24

時
間
対
応
で

き
、
ま
た
市
営
に
加
え
県

営
住
宅
も
管
理
し
て
お

り
、
多
く
の
住
宅
情
報
を

入
手
可
能
に
な
る
。
契
約

す
る
際
は
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
な
い
よ
う
、
住
宅
供

給
公
社
と
協
議
す
る
。

□問
　
　

委
託
に
よ
る
経
費
的

な
効
果
は
。

■答
　

担
当
す
る
市
職
員
に

よ
る
が
、
現
状
で
は
人
件

費
が
約
１
０
０
万
円
の
削

減
と
な
る
。

◆
江
津
市
定
住
促
進
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◆
江
津
市
都
市
再
生
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
二
件
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　

内
容
＝

現
行
の
直
営
管
理
か

ら
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
外
部
委
託
で
の
管
理

へ
改
正
を
行
う
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

手
続
き
に
島
根
県
住

宅
供
給
公
社
が
あ
る
浜
田

市
ま
で
出
向
く
必
要
が
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

な
ら
な
い
か
。

■答
　

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

な
い
よ
う
住
宅
供
給
公
社

と
協
議
す
る
。

建
設
厚
生
委
員
会

別
会
計
を
追
加
す
る
も

の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

問
題
は
。

■答
　

計
画
通
り
で
あ
り
、

問
題
は
な
い
。

「モア」解体跡地

４月から供用開始された東高浜団地

空から見た江津工業団地

建設厚生委員会

岩国基地を飛び立つオスプレイ（平成24年10月3日撮影）

委員会審査内容 ４５ 委員会審査内容
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平 成 23 年 度

一般会計決算

特別会計（７会計）：歳入総額 53 億 2,564 万円／歳出総額 53 億 1,170 万円

賛　成（11）

反　対（１）

決
算
審
査
に
あ
た
り
、

各
会
計
へ
要
望
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

歳入　168 億 5,261 万円
歳出　165 億 9,713 万円

歳入　168 億 5,261 万円

認　定

決算特別委員会14名　◎委員長　森脇　悦朗　　○副委員長　横田　省吾
　　　　　　　　　　　委　員　議長及び監査委員を除く12名

歳出　165 億 9,713 万円

認　定

１
、
財
政
に
つ
い
て

合
併
特
例
に
よ
る
普
通

交
付
税
の
加
算
措
置
の
段

階
的
縮
減
も
平
成
27
年
度

に
迫
り
、
大
変
厳
し
い
局

面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

中
期
的
な
財
政
推
計
を
見

据
え
る
中
で
、
第
５
次
行

財
政
改
革
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、「
コ
ン

ビ
ニ
収
納
」
の
活
用
な
ど

新
た
な
収
納
対
策
を
検
討

さ
れ
た
い
。

２
．
定
住
施
策
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
を
定
住
施

策
の
再
構
築
元
年
と
位
置

づ
け
、
特
に
「
定
住
」
に

重
点
を
お
い
た
予
算
編
成

と
事
業
実
施
が
さ
れ
た
。

直
ち
に
結
実
を
見
る
も
の

で
は
な
い
が
、
定
住
対

策
は
本
市
に
と
っ
て
重
要

で
、
目
標
を
見
据
え
、
今

後
も
着
実
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
第
５
次
江
津
市
総

合
振
興
計
画（
後
期
計
画
）

で
は
人
口
増
を
掲
げ
る
一

方
、
中
期
的
な
財
政
推
計

で
は
人
口
減
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
減
少
を
視
野
に

入
れ
る
な
ど
矛
盾
を
生
じ

て
い
る
。
国
・
県
の
事
業

に
よ
る
施
策
展
開
だ
け
で

は
な
く
、
本
市
の
実
情
に

合
わ
せ
た
独
自
の
定
住
施

策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

３
．
前
年
度
の
審
査
要
望

事
項
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

前
年
度
の
要
望
事
項
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
１
年

経
過
し
て
も
全
く
進
展
が

な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ

た
。
せ
め
て
検
討
の
経
過

や
検
討
時
期
く
ら
い
は
示

さ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

４
．
事
業
評
価
に
つ
い
て

単
に
役
立
っ
た
と
か
、

効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
説

明
が
見
受
け
ら
れ
る
。
見

え
な
い
効
果
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
と
言
う
答
弁

も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

評
価
で
は
、
例
え
ば
事
業

費
は
半
分
で
も
よ
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
、
十
分

だ
っ
た
か
の
検
証
も
出
来

な
い
。
今
後
、
限
ら
れ
た

予
算
で
最
大
の
効
果
を
発

揮
し
、
ま
た
市
民
に
説
明

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
、

特
に
市
単
独
事
業
や
大
型

事
業
に
つ
い
て
は
、
費
用

対
効
果
の
説
明
は
単
に
効

果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
客
観
的
に
数

値
で
結
果
を
示
さ
れ
る
よ

う
手
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

５
．
補
助
金
に
つ
い
て

　

長
期
に
わ
た
り
補
助
金

を
支
出
し
て
い
る
事
業

は
、
財
政
状
況
の
変
化
に

よ
ら
ず
補
助
が
一
定
で

あ
っ
た
り
、
補
助
金
交
付

先
か
ら
の
言
い
値
を
補
助

し
た
り
す
る
事
の
な
い
よ

う
査
定
し
、
金
額
、
必
要

性
及
び
費
用
対
効
果
等
を

毎
年
検
討
し
て
既
得
権
益

化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
見
直
し
を
行
わ
れ
た
い
。

ま
た
、
外
郭
団
体
の
行
う

事
業
と
本
市
の
行
う
事
業

の
違
い
が
わ
か
り
に
く
い

と
の
指
摘
が
あ
る
。
対
応

を
求
め
る
と
と
も
に
、
団

体
の
持
つ
基
金
な
ど
、
目

的
を
明
確
に
さ
れ
る
よ
う

指
導
さ
れ
た
い
。

６
．
公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
つ
い
て

今
後
予
想
さ
れ
る
公
共
施

設
の
維
持
修
繕
費
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
に
、
サ

マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
結
果
な
ど

を
参
考
に
費
用
対
効
果
を

検
証
し
、
廃
止
・
解
体
を

含
め
た
計
画
案
を
示
さ
れ

る
よ
う
に
さ
れ
た
い
、
ま

た
、
現
市
役
所
庁
舎
Ａ
棟

に
つ
い
て
は
、
他
の
方
法

を
含
め
、
耐
震
化
に
向
け

た
財
政
計
画
の
検
討
結
果

を
早
急
に
示
さ
れ
た
い
。

　

引
き
続
き
漏
水
調
査
の

実
施
と
老
朽
配
水
管
の
計

画
的
な
布
設
替
え
に
よ

り
、
有
収
率
の
向
上
に
努

☆
一
般
会
計
及
び

　
　
　
　

特
別
会
計

め
ら
れ
た
い
。

経
営
状
況
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
よ
る
給
水

量
の
減
少
を
見
据
え
、
中

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、

新
た
な
事
業
展
開
の
検
討

と
と
も
に
、
経
営
の
効
率

化
・
合
理
化
に
向
け
た
対

応
を
行
い
、
安
全
で
安
心

な
水
の
供
給
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　

今
回
、
集
中
審
査
と
し

て
「
社
会
福
祉
協
議
会
補

助
」「
地
域
医
療
等
支
援

対
策
事
業
」「
文
化
施
設
・

水
の
国
管
理
費
」
の
３
つ

の
事
業
を
選
定
し
、
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
３

事
業
の
中
で
は
特
に
、
水

の
国
に
対
す
る
評
価
点
が

一
番
低
く
、「
文
化
施
設

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
い
な
い
。

本
市
の
文
化
レ
ベ
ル
の

維
持
・
向
上
を
ど
う
図
る

か
を
検
討
し
、
見
直
す
べ

き
。」
と
い
っ
た
評
価
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
事
業
評
価
を
実
施

☆
水
道
事
業
会
計

決
算
特
別
委
員
会
審
査
内
容

□問
　
　

本
市
の
児
童
、
生
徒

の
入
院
助
成
事
業
の
実
績

は
。■答

　

小
学
生
11
件
11
万
８

千
円
、
中
学
生
８
件
21
万

２
千
円
、
合
計
19
件
33
万

円
。□問

　
　

生
活
保
護
給
付
件
数

の
推
移
は
。

■答
　

平
成
23
年
３
月
で

１
５
６
件
。
平
成
22
年
度

よ
り
22
件
減
少
し
た
。

理
由
は
死
亡
、
就
労
に
よ

る
収
入
の
増
加
、
年
金
収

入
、
施
設
入
所
、
転
出
等
。

□問
　
　

空
き
家
事
業
の
活
動

実
績
は
。

■答
　

平
成
23
年
定
住
者
数

は
46
名
。
事
業
開
始
し
た

平
成
18
年
か
ら
昨
年
ま
で

の
合
計
は
２
０
１
名
、（
後

に
転
出
し
た
者
28
名
）。

□問
　
　

鳥
獣
被
害
に
よ
る
対

策
は
効
果
を
上
げ
て
い
る

の
か
、
鳥
獣
捕
獲
数
は
。

■答
　

９
４
０
万
円
の
事
業

を
行
っ
た
。
鳥
獣
捕
獲
に

４
１
６
万
円
、
防
護
柵
設

置
補
助
、
牛
放
牧
に
よ
る

設
備
補
助
等
に
３
９
３
万

円
、
鳥
獣
捕
獲
数
は
イ
ノ

シ
シ
２
７
７
頭
、
サ
ル
78

頭
、
カ
ラ
ス
２
２
４
羽
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
54
頭
。

□問
　
　

耕
作
放
棄
地
の
推
移

は
。■答

　

平
成
17
年
度
、
３

４
８
ha
で
ピ
ー
ク
と
な
っ

て
お
り
平
成
23
年
度
は

３
３
２
ha
と
微
減
と
な
っ

て
い
る
。

□問
　
　

平
成
23
年
度
よ
り
新

給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

し
、
新
た
に
中
学
校
も
加

わ
っ
た
が
給
食
費
の
滞
納

状
況
は
。

■答
　

23
年
度
末
（
24
年
度

３
月
）
小
学
校
で
２
件
、

中
学
校
で
１
件
、
合
計
３

件
で
、
５
万
８
千
６
９
５

円
。８

月
末
で
４
千
６
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
保
護

者
同
意
の
も
と
で
、
児
童

手
当
か
ら
の
徴
収
を
お
こ

な
う
。

□問
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
に

つ
い
て
目
的
が
明
確
で
な

い
多
額
の
基
金
は
問
題
で

は
。

　

市
の
事
業
と
の
関
係
が

わ
か
り
に
く
く
、
市
民
か

ら
姿
が
見
え
な
い
。

■答
　

１
億
４
千
７
０
０
万

円
の
香
典
返
し
が
あ
り
こ

れ
を
定
期
の
預
金
と
し
て

管
理
し
て
い
る
。

　

市
が
行
う
公
的
サ
ー
ビ

ス
と
、
民
間
の
活
動
の
間

を
う
め
る
こ
と
を
社
協
の

事
業
と
し
て
行
っ

て
い
る
。

□問
　
　

水
の
国
に
つ

い
て
廃
止
・
閉
鎖

等
の
検
討
を
。

■答
　

来
年
度
の
早

い
う
ち
に
他
の
公

共
施
設
と
あ
わ
せ

て
水
の
国
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

□問
　
　

済
生
会
病
院

の
医
師
住
宅
の
利

用
状
況
は
。

■答
　

16
戸
中
、
13

戸
利
用
中
。

☆
集
中
審
査
の
中
か
ら

  

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

□問
　
　

桜
江
町
小
田
地
内
か

ら
邑
南
町
日
和
に
む
け
て

工
事
中
の
農
林
業
用
道
路

に
つ
い
て
完
成
の
時
期
と

完
成
後
の
維
持
管
理
者

は
。■答

　

「
平
成
25
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
お
り
、

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
は
市
道
に
認
定

し
、
市
が
行
う
こ
と
に
な

る
。

供用が始まった医師住宅

工事中の桜江町今田地内農林道

鳥獣被害対策

水　の　国

決算審査 ６決算審査内容７
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議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

多
田
伸
治

横
田
省
吾

藤
間
義
明

山
根
兼
三
郎

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

茅
島
　

昇

石
橋
孝
義

盆
子
原
民
生

藤
田
　

厚

土
井
正
人

田
中
直
文

山
本
　

誉

永
岡
静
馬

福
原
昭
平

河
野
正
行

報告第4号 平成23年度島根県江津市一般会計継続費精算の報告について 8月31日 ―

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

報告第5号 専決処分報告について（7/10専決第４号） 〃 ―

報告第6号 専決処分報告について（8/7専決第６号） 〃 ―

承認第3号 専決処分報告について（7/18専決第５号） 〃 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 江津市工場立地法準則条例の制定について 9月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 江津市水道事業の資本剰余金の処分に関する条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 江津市特別会計条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 江津市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 江津市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 江津市営住宅等駐車場条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 江津市定住促進住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 江津市都市再生住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 平成 23 年度島根県江津市水道事業会計未処分利益剰余金の処分
について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 平成 24 年度島根県江津市一般会計補正予算（第３号）を定める
ことについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 平成24年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて 〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 平成 24 年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 平成 24 年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成 24 年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正予算（第１
号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 平成 24 年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 平成 24 年度島根県江津市公共用地先行取得等事業特別会計予算
を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 平成 24 年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第１号）を定
めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号 平成 24 年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正予算（第２
号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 平成24年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第1号 平成23年度島根県江津市一般会計歳入歳出決算の認定について 〃 認定 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 平成23年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号 平成23年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳
出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 平成23年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第5号 平成23年度島根県江津市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳
出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第6号 平成23年度島根県江津市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第7号 平成23年度島根県江津市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第8号 平成23年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第9号 平成23年度島根県江津市水道事業会計決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第7号 教育委員会委員の任命について 〃 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第2号 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の
構築を求める意見書の提出について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第3号 地方財政の充実及び強化を求める意見書の提出について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第3号 米軍の低空飛行の中止とオスプレイの飛行に反対する意見書の提
出について 〃 採択 ○ ● ● ● ○ ○ △ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

陳情第３号
米軍の低空飛行の中止とオスプレイの飛行

に反対する意見書の提出について

反対討論

横田　低空飛行の中止要請に異論はないものの、　
オスプレイについては日本政府から安全宣言が出さ
れていること、日米安保条約により在日米軍には日
本の航空法が適用されないこと、日本の防衛のため
に必要な機能を備えていることから、陳情には反対。

多田　桜江町などでは、米軍機による航空法無視
の低空飛行で、墜落の不安や騒音被害にあってき
た。その延長線上に、オスプレイ飛行の可能性があ
る。オートローテーション機能がなく、規定通りの
飛行でも墜落するオスプレイは安全性を確保できな
い。市民の安心安全を守るため意見書を国へ提出す
べき。

賛成討論

平成 24 年度島根県江津市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）

を定めることについて

反対討論

多田　補正予算で２年連続の国保料値上げとなり、
厳しい状況に置かれる市民へ重荷を負わせる。国保
会計圧迫の原因である医療給付費を抑制するには、
予防医療を進める必要があるが、検診の受診者数目
標は低く、前年の実績にさえ届いていない。このよ
うな状況で負担を市民に負わせるべきではない。

山根　保険料の算定には、激変緩和の観点から財政
調整基金 3,500 万円の取崩しを行い、また一般会計
から借入金 1億 4,000 万円を繰り入れ、保険料の急
激な増加を抑制するための配慮や低所得者に対する
軽減措置なども行われていて、賛成する。

賛成討論

平成 23 年度島根県江津市一般会計
歳入歳出決算の認定について

反対討論

多田　各事業で効果があったとされたが、過疎・少
子化は進み、市民の所得は下がっている。小規模の
地方都市でも、福祉の充実や雇用対策で人口増の自
治体はある。しかし、本市は財政難を理由に市民負
担を求める方向に進んでいる。この方向は見直す必
要があり、成果の上がっていない決算は認められな
い。

藤間　景気回復が見えない大変厳しい状況の中、緊
急経済・雇用安定化対策事業、地域医療等支援対策
事業他様々な事業の推進に取り組み一定の成果が見
られた。これは今後の市政発展のための効果的な予
算執行であると認められるので賛成する。

賛成討論

平成 23 年度島根県江津市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

反対討論

多田　国保被保険者は社会保険被保険者より低所得
で、負担も重いのに、23年度は国保料を上げており、
その責任は重大。歳出抑制策の各種検診など予防医
療の取り組みでは、前年より受診者数が減っており
十分ではない。憲法や国保法に謳われた「社会保障
の向上」が見られないため反対。

島田　医療費の伸びが国保財政運営に与える影響は
大きく、安定した国保運営を行うために、特定健康
診査などの予防を重視した保健事業、各種がん検診
や人間ドックへの助成、ジェネリック医薬品の推奨
などにより、病気の早期発見や医療費抑制に努めら
れており賛成する。

賛成討論

９ 本会議討論 議決結果 ８
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を
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問
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※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
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指定管理

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　

検
証
は

市
長
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

森脇悦朗

空き家対策を

市長／限定特定行政庁で

住
環
境

山根兼三郎

□問
　
　

指
定
管
理
者
制
度
に

よ
り
、
施
設
管
理
が
市
民

に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
維

持
で
き
て
い
る
の
か
向
上

し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
検
証
は
。

■答
　

21
年
９
月
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
指
針
を
策
定
し
、

指
定
管
理
者
と
市
と
の
双

方
で
施
設
の
適
正
管
理
に

努
め
て
い
る
。
手
法
の
一

つ
と
し
て
利
用
者
の
満
足

度
調
査
を
実
施
し
、
苦
情

や
意
見
と
そ
の
対
応
や
調

査
内
容
か
ら
適
切
で
な
い

場
合
は
指
導
し
、
維
持
・

向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。

□問
　
　

中
期
的
な
財
政
推
計

に
あ
る
よ
う
に
、
人
件
費

の
削
減
は
当
然
必
要
。
市

民
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な

ら
な
い
職
員
削
減
と
年

齢
構
成
の
検
討
を
。

■答
　

厳
し
い
財
政
見
通
し

□問
　
　

長
期
間
放
置
さ
れ
、

市
が
三
角
コ
ー
ン
な
ど
で

危
険
防
止
を
し
て
い
る
空

き
家
が
４
カ
所
あ
る
。
市

か
ら
防
災
防
犯
対
策
の
指

導
や
撤
去
命
令
を
し
て
は

ど
う
か
。

■答
　

県
か
ら
移
管
を
受
け

限
定
特
定
行
政
庁
を
来
年

度
か
ら
設
置
す
る
た
め
に

建
築
主
事
を
県
へ
派
遣
し

□問
　
　

中
期
財
政
計
画
に
つ

い
て
見
通
し
は
。

■答
　

今
後
の
計
画
を
入
れ

て
24
年
度
ベ
ー
ス
で
計

算
す
る
と
平
成
32
年
度
末

に
は
36
億
円
の
基
金
が

４
億
６
千
万
円
に
な
り
枯

渇
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

人
件
費
の
削
減
・
補
助
金

の
削
減
・
下
水
道
事
業
の

見
直
し
・
使
用
料
、
手
数

料
の
見
直
し
・
公
共
施
設

見
直
し
等
又
、
交
付
税
の

抜
本
改
革
な
ど
を
入
れ
財

政
健
全
化
を
図
る
と
、
基

金
残
高
21
億
円
と
な
る
。

□問
　
　

各
種
手
法
の
見
通
し

は
。■答

　

ど
の
項
目
も
非
常
に

厳
し
い
数
字
だ
が
、
市
民

の
理
解
を
得
て
、
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
付

税
の
抜
本
改
革
に
つ
い
て

は
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ

る
が
し
っ
か
り
と
要
請
し

て
い
く
。

□問
　
　

市
民
へ
の
説
明
は
。

■答
　

抱
え
て
い
る
問
題
は

全
て
市
民
へ
提
供
し
て
危

機
的
状
況
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
取
組
を
進
め
る
。

市民への説明を

市長／取り組みを進める

財
政
計
画

農業施策

今
後
の
振
興
計
画
は

市
長
／
し
っ
か
り
取
り
組
む

藤田　厚

藤間義明

□問
　
　

農
林
水
産
物
直
売
施

設
「
道
の
駅
サ
ン
ピ
コ
」

を
拠
点
と
し
た
「
地
産
地

消
」
の
推
進
並
び
に
特
産

品
の
産
地
化
及
び
ブ
ラ
ン

ド
形
成
を
。

■答
　

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
支
援
を
し
、
お

客
様
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
た
。
ま
た
江
津
市
立

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
地

元
産
の
野
菜
を
供
給
し
て

い
る
。
特
産
品
は
本
市
と

江
津
市
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会

で
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
を

使
っ
た
食
フ
ェ
ア
の
開
催

を
行
い
、
知
名
度
の
向
上

と
消
費
の
拡
大
を
図
る
。

□問
　
　

担
い
手
の
確
保
・
育

成
を
。

■答
　

国
の
新
規
就
農
総
合

支
援
事
業
に
よ
る
青
年
就

農
給
付
金
等
の
所
得
支
援

を
行
い
新
規
就
農
者
の
確

保
、
育
成
に
努
め
る
。

□問
　
　

農
山
村
集
落
に
お
け

る
農
業
生
産
活
動
の
持
続

と
農
地
の
保
全
は
。

■答
　

集
落
地
域
が
抱
え
る

問
題
を
解
決
す
る
為
の
未

来
の
設
計
図
と
な
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

担
い
手
や
新
規
就
農
者
の

確
保
に
取
り
組
む
。

市内大規模ハウス農家

の
中
で
は
給
与
削
減
、
人

員
削
減
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
思
う
。
年
齢
構
成
が

極
め
て
い
び
つ
で
あ
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な

し
の
市
政
運
営
は
大
き
な

課
題
。
今
後
、
退
職
者
の

再
任
用
や
民
間
に
仕
事
を

回
す
こ
と
も
含
め
て
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

て
実
務
に
当
た
ら
せ
て
い

る
。

　

建
築
基
準
法
第
10
条
勧

告
及
び
命
令
で
は
「
特
定

行
政
庁
が
保
安
上
危
険
な

建
物
等
に
対
す
る
措
置
を

と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
市
長
か
ら
直
接

除
去
等
の
命
令
を
出
す
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
。□問

　
　

全
国
と
島
根
県
の
学

力
調
査
の
結
果
か
ら
、
市

内
の
小
・
中
学
生
の
学
力

が
国
や
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
。
予
算
に
お
い
て

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め

る
。■答

　

市
長
部
局
と
し
て
教

育
委
員
会
と
十
分
協
議
し

な
が
ら
、
い
か
に
し
て
平

均
を
上
回
る
政
策
が
展
開

で
き
る
か
、
教
育
委
員
会

の
方
向
性
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
、
予
算
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
は
よ
そ
を
削
っ
て

で
も
つ
け
て
、
子
ど
も
の

教
育
向
上
を
は
か
り
た

い
。

指定管理者制度により管理が行われている風の国

小学校 調査種別 江津市 全国 島根県

国語

国語Ａ 
80.4 

（79.9）

81.6

（83.3）

81.4

（82.2）

国語Ｂ 
54.4 

（74.6）

55.6

（77.8）

56.3

（77.6）

算数

算数Ａ 
67.9 

（68.6）

73.3

（74.2）

70.9

（71.0）

算数Ｂ 
53.7 

（44.6）

58.9

（49.3）

56.3

（47.1）

理科 理科 57.7 60.9 61.1

平成 24 年度全国学力調査
（　）は平成22年度

10一般質問11 一般質問
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□問
　
　

三
江
線
の
利
用
促
進

を
図
る
バ
ス
の
増
便
に
よ

る
社
会
実
験
に
対
す
る
認

識
と
、
職
員
の
定
期
券
購

入
等
の
具
体
的
な
利
用
促

進
策
を
。

■答
　

バ
ス
の
増
便
は
三
江

線
の
利
便
性
を
高
め
利
用

促
進
を
図
る
も
の
だ
と
説

明
を
受
け
て
い
る
。
実
験

の
結
果
に
一
抹
の
不
安
も

感
じ
て
い
る
。
運
行
継
続

は
国
や
県
の
対
策
も
必

要
。
社
会
実
験
の
期
間
は

市
内
の
公
立
高
校
や
沿
線

住
民
は
も
と
よ
り
、
市
の

職
員
へ
も
通
勤
で
の
利
用

を
お
願
い
す
る
。

□問
　
　

公
契
約
に
つ
い
て
、

コ
ス
ト
削
減
が
命
題
で

も
、
労
働
者
が
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
で
は
本
末
転
倒
。

公
契
約
条
例
を
制
定
し
労

働
条
件
等
の
適
正
化
を
。

■答
　

指
定
管
理
施
設
で
71

名
が
従
事
し
て
い
る
が
統

一
的
な
賃
金
水
準
は
設
け

て
い
な
い
。
本
市
で
は
雇

用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
、
建
設
業
退
職
者

共
済
制
度
の
加
入
の
有

無
、
退
職
一
時
金
制
度
の

導
入
の
有
無
な
ど
総
合
評

価
を
元
に
資
格
審
査
を
し

て
い
る
。
条
例
に
つ
い
て

は
研
究
し
て
い
く
。

社会実験への対応は

市長／利用促進を図り存続を

JR
三
江
線

山本　誉

多田伸治

生活交通

市
内
周
回
バ
ス
の

　
　
　
　
　
　

運
行
を

市
長
／
検
討
す
る

□問
　
　

鳥
獣
被
害
や
病
害
虫

の
発
生
原
因
で
あ
る
耕
作

放
棄
地
が
急
速
に
増
え
て

い
る
。
少
子
化
や
従
事
者

の
高
齢
化
も
進
む
中
、
本

市
の
実
情
と
歯
止
め
と
な

る
対
策
は
。

■答
　

本
市
に
お
い
て
も
耕

作
放
棄
地
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
解
消
へ

の
取
組
み
と
し
て
農
外
企

業
の
参
入
が
あ
り
、
か
な

り
の
放
棄
地
が
解
消
さ
れ

た
。
ま
た
先
進
地
視
察
を

実
施
、
こ
れ
を
契
機
と

し
、
今
後
は
生
薬
ミ
シ
マ

サ
イ
コ
の
栽
培
を
は
か

り
、
生
産
者
の
掘
り
起
こ

し
や
農
地
の
遊
休
化
の
防

止
・
放
棄
地
の
解
消
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

□問
　
　

７
月
１
日
か
ら
実
施

さ
れ
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
り
制
度
に

よ
り
、
発
電
設
備
が
普
及

す
る
こ
と
が
目
に
見
え

る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
の
考
え
は
。

□問
　
　

施
政
方
針
で
「
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
」

を
述
べ
て
い
る
が
、
充
実

の
方
策
は
。

■答
　

地
域
の
駅
や
バ
ス
停

を
結
節
点
に
最
低
限
を
確

保
し
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
エ
リ
ア
拡
大

や
タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
考

え
ら
れ
、
状
況
把
握
に
努

め
る
。

□問
　
　

乗
り
換
え
前
提
の
ル

ー
ト
で
は
な
く
、
市
民
が

行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
け

る
ル
ー
ト
に
す
る
べ
き
で

は
。■答

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
は
、

Ｊ
Ｒ
や
石
見
交
通
と
競
合

す
る
運
行
は
考
え
て
い
な

い
。□問

　
　

競
合
せ
ず
に
市
中
心

部
に
行
く
ル
ー
ト
は
あ

る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
運
行
を
。

■答
　

Ｊ
Ｒ
や
石
見
交
通
が

赤
字
に
な
る
た
め
、
駅
や

バ
ス
停
を
越
え
て
の
認
可

は
難
し
い
。
そ
れ
ら
に
配

慮
し
な
が
ら
空
白
地
域
解

消
に
努
め
、
実
情
を
把
握

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

□問
　
　

市
中
心
部
で
も
不
便

地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。

周
辺
部
の
交
通
だ
け
で
な

く
、
活
性
化
へ
の
観
点
か

ら
も
『
市
内
周
回
バ
ス
』

の
運
行
を
。

■答
　

新
市
建
設
計
画
や
総

合
振
興
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
検
討
し
て

い
く
。

盆子原民生

農業施策

耕
作
放
棄
地
減
少
対
策

市
長
／
検
討
す
る

■答
　

現
在
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
建
設
の
取
組
み
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
島
根

県
の
基
金
を
活
用
し
、
防

災
拠
点
施
設
や
災
害
用
備

蓄
倉
庫
の
非
常
用
電
源
と

し
て
、
太
陽
光
発
電
等
を

活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
も
先
進
地

視
察
を
実
施
し
、
調
査
・

研
究
を
す
す
め
て
い
る
。

◆
期
日

平
成
24
年
10
月
10
日（
水
）・
11
日（
木
）

◆
開
催
場
所

愛
媛
県
松
山
市
（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）

第７回全国市議会議長会研究フォーラム　in松山

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国
の
市
議
会

議
員
が
一
堂
に
会
し
、
共
通
す
る
政
策

課
題
等
に
つ
い
て
の
情
報
や
意
見
の
交

換
を
行
い
、
地
方
分
権
の
時
代
に
即
応

し
た
議
会
機
能
の
充
実
と
活
力
に
満
ち

た
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
も
河
野

議
長
を
団
長
に
11
名
の
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
各
参
加
議
員
の
報
告
・
感
想

は
江
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

●
第
１
日
目
（
10
月
10
日
）

※
基
調
講
演
　

　

「
地
方
自
治
の
課
題
と

　
　
　
　
　

議
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

　
　

片
山
善
博
氏

　
　
　
　
　

元
総
務
大
臣
・

　
　
　
　
　

慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

「
地
方
議
会
に
お
け
る

　
　
　

政
策
形
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

　
　
　

佐
々
木
信
夫
氏

　
　
　
　

中
央
大
学
経
済
学
部
教
授

　
　

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　

　
　
　

江
藤
　

俊
昭
氏

　
　
　
　
　

山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　

金
井
　

利
之
氏

　
　
　
　

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授

　
　
　

坪
井
ゆ
づ
る
氏

　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
論
説
副
主
幹

　
　
　

寺
井
　

克
之
氏

　
　
　
　
　

松
山
市
議
会
議
長

●
第
２
日
目
（
10
月
11
日
）

※
課
題
討
論

　

課
題

　

「
大
震
災
に
お
け
る
議
会
の
役
割
」

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

　
　
　

牛
山
久
仁
彦
氏

　
　
　
　
　

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

　
　

報
告
者

　
　
　

平
田
　
　

武
氏

　
　
　
　
　

南
相
馬
市
議
会
議
長

　
　
　

渡
邊
　
　

武
氏

　
　
　
　
　

名
取
市
議
会
前
議
長

　
　
　

伊
藤
　

明
彦
氏

　
　
　
　
　

陸
前
高
田
市
議
会
議
長

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　
　

中
邨
　
　

章
氏

　
　
　
　
　

明
治
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
　
　

日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長

高知県越知町薬草栽培

生活バス

三江線活性化協議会フォトコンテスト入賞作品展示（江津駅）

11名の議員が全国の先進事例を聴講

12一般質問13 一般質問



議　

長　

河
野　

正
行

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

横
田　

省
吾

委　

員　

多
田　

伸
治

委　

員　

藤
間　

義
明

委　

員　

山
根
兼
三
郎

委　

員　

藤
田　
　

厚

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・

情
報
公
開
対
策

特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

副
委
員
長
と
な
っ
て
初

め
て
の
編
集
後
記
で
す
。

通
常
の
定
例
議
会
報
告

に
更
に
決
算
報
告
が
あ
り

な
か
な
か
ハ
ー
ド
な
編
集

で
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
秋
祭
り

や
運
動
会
、
敬
老
会
等
の

催
し
も
の
が
目
白
押
し
で

す
。
全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
四
国

松
山
で
あ
り
、
11
月
は
常

任
委
員
会
の
行
政
視
察
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
12
月

議
会
と
な
り
、
一
年
が

あ
っ
と
言
う
間
で
す
。

（
横
田　

省
吾
）

○
次
回
定
例
会
日
程

12
月
５
日（
水
）
か
ら

12
月
19
日（
水
）ま
で
の

予
定
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の

　
　

受
付　

に
つ
い
て

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕

12
月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
12
月
５
日
の
場
合

『
11
月
27
日
の
午
前
中
ま

で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
３
月
定
例

会
）
に
付
託
・
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

議 会 報 告 会

江津市議会は､「市民に開かれた議会」をめざして改革に取り組んでいます。その―環として２回
目となる議会報告会を開催します。今回は、９月定例会の各常任委員会での審査報告に合わせ、来
年度の予算編成に向けた、重要な指標となる23年度の決算審査の報告も行うなかで、皆様との意見
交換をしたいと思います。

会　場

西　部　会　場 南　部　会　場 中　部　会　場 東　部　会　場

跡市公民館
江津市

コミュニティセンター
（桜江町川戸）

渡津交流館 浅利公民館

開催日 11 月 13 日（火） 11 月 14 日（水） 11 月 19 日（月） 11 月 21 日（水）

時　間 午後７時～午後８時 30 分

※どの会場へお越しいただいてもかまいません。お気軽にご参加ください。
※11月１日発行の市議会だよりN0.113（本冊子）をご持参ください。

2012　江の川祭パレードに参加

編 集 委 員

市議会だより 平成 24 年 11月１日 14お知らせ・編集後記


